
大野 洋子 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 緑を増やすまちづくりについて       （３０分）                           

 

昨年、６月議会で、記録的な豪雨、台風の大型化による都市型洪水の

対策として、雨庭など市民参加型のグリーンインフラについてお考えを

うかがいました。自然の力を活かすまちづくりという同じ視点から、緑

の果たす役割と価値について環境政策への反映をうかがいます。 

緑地や森林は、二酸化炭素吸収源としての役割だけでなく、暑熱環境

の改善、防災、雨水流出抑制、生物多様性保全など、多面的な機能を有

しており、ゼロカーボン時代における重要な都市基盤であると言えま

す。 

一方で、市内ではナラ枯れや倒木対策等への対応が進められています

が、現状では「維持管理」や「安全対策」が中心となり、「緑を増やす」

という視点は必ずしも十分とは言えない状況もあります。 

また国は、「生物多様性国家戦略 2023-2030」において、“ネイチャー

ポジティブ（自然再興）”を掲げ、「自然を回復軌道に乗せる」方向性を

示しています。 

本市においても、「緑を減らさない」だけでなく、「緑を増やす」とい

う視点への転換が必要ではないでしょうか。 

森林環境譲与税や水土里の基金などの既存財源に加え、ふるさと納税

や寄附なども活用しながら、環境部門だけでなく、都市計画、公園、道

路、教育、市民協働など、部局横断的な政策として「みどりを増やす政

策」を進める必要があると考え、以下質問いたします。 

 

（１） ゼロカーボンと緑地政策について 

ア 森林・緑地の保全と創出 

イ グリーンインフラの視点 

ウ 「緑を増やす政策」への転換 

 

（２） 緑を増やすための連携について 

ア 庁内の連携体制 

イ 公共空間等を活用した緑化推進 

ウ 寄附等を活用した財源づくり 

 

（３） 森林環境譲与税・基金等の活用について 

ア 森林環境譲与税の活用 

イ 水土里の基金の活用 

ウ 緑地保全・創出への展開 

市 長 

教育委員会教育

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大野 洋子 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

２ 持続可能な地域コミュニティへの転換について（３０分） 

４月、全員協議会にて「令和 7年度自治会向けアンケート」「自治会

に関する市民アンケート」をご説明いただきました。「地域のつながり

をつくる場」として自治会を評価する声が多く見られる一方、「負担が

大きそう」「時間がない」「役員輪番への不安」といった意見も多く、地

域との関わりそのものを否定しているというより、従来型の参加形態に

限界が生じている実態がうかがえました。 

 当市に限らず、少子高齢化や単身高齢者の増加、共働き世帯の拡大

などにより、地域コミュニティを取り巻く環境は大きく変化していま

す。本市においては、自治会や地域支え合い協議会、市民センターを拠

点とした活動など、多様な地域活動が展開されている一方で、担い手の

固定化や役員負担、従来型の運営方法と現代の生活様式とのミスマッチ

など、活動の継続が難しくなっている状況が見受けられます。      

総務省自治行政局の「地域コミュニティに関する研究会」報告書では、

①地域活動のデジタル化、②自治会等の活動の持続可能性の向上、③多

様な主体間の連携が、今後の地域コミュニティ施策の柱として示されて

います。    

また、国では「ふるさと住民登録制度」の検討が進められており、地

域との関わり方を、従来の居住や所属だけでなく、多様な参加や応援の

形へ広げようとする動きも始まっています。                                

今後は、「加入するか・しないか」という二項対立ではなく、市民一

人ひとりが、それぞれの暮らし方や関心に応じて、無理なく地域と関わ

れる「関わりの再設計」が必要ではないかと考えます。                            

そのためには、自治会だけでなく、生涯学習活動や市民活動、市民セ

ンターを拠点とした活動などを、地域との接点や参加の入口として捉え

直し、「義務的な参加」から「自然な参加」へと転換していく視点も重

要ではないでしょうか。 

以上を踏まえ、持続可能な地域コミュニティへの転換について市のお

考えをうかがいます。 

市長 

教育委員会教育

長 
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（１） 地域コミュニティを取り巻く環境変化について 

ア 自治会や地域活動の現状に対する課題認識 

イ 現在の地域活動の運営形態と市民生活との間にある課題 

ウ 社会構造の変化が地域活動に与える影響 

 

（２） 持続可能な地域コミュニティへの転換について 

ア 地域活動のデジタル化、持続可能性の向上、多様な主体間連携

の推進 

イ 「無理なく自然に関われる仕組み」への転換 

ウ 継続的な役員就任だけに頼らない地域参加の仕組みづくり 

 

（３） これからの地域コミュニティの方向性について 

ア 自治会、地域支え合い協議会、市民センター活動などの役割整   

   理 

イ 生涯学習や市民活動を地域参加の入口として活かす考えは 

ウ 地域との関わりを、多様な参加の形へ広げていく考えは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


